
 

令和８年度青森県ＤＸ推進講座オンライン学習サービス提供業務に係る 

企画提案競技評価項目及び評価基準 

 

評価項目 評価基準 配点 
優先
評価
項目 

① 業

務

遂

行

力 

業務実績 • 類似業務の実績を有するなど、当該業務に対するノウハウを有している

か。 

１５ ○ 

② 実施体制 • 提案内容を適切かつ確実に実施することが可能な体制が構築されてい

るか。 

• 県や運営事務局との役割分担が明確になっているか。 

• 必要経費の見積は適正か。 

１０  

③ 運営事務局との連携 • 運営事務局が受講者管理を行う際に技術的な不明点が生じた場合に、

バックエンドとして速やかに支援を行う体制が構築されているか。 

５  

④ サービスのセキュリ

ティ 

• TLS/SSL 通信等による安全な接続であるか。 

• 仕様書で定めるセキュリティ機能や仕組みが実装されているか。 

• 事故（疑いを含む）を検知した際の報告体制が構築されているか。 

１０  

⑤ 企

画

提

案

力 

講座コンセプトの明

確化 

• 仕様書「３ 本業務において目指す人物像」を踏まえた提案となってい

るか。 

• スキルレベルの設定の考え方が示されているか。 

• 講座の目的及び効果について、具体的に示されているか。 

• 「デジタルスキル標準 ver1.2」(DSS)との関連性が示されているか。 

２０ ○ 

⑥ オンライン学習 

サービスの提供 

• 仕様書５（２）を踏まえた提案となっているか。 

• 講座コンセプトを踏まえた内容のコンテンツが提案されているか。 

• 受講生が日常業務と並行して無理なく、かつ確実にスキルを習得でき

るような所要時間でコンテンツが提案されているか。 

• サーバー等が日本国内に設置され、ISMS 等の認証を取得しているか。 

• オフラインでの視聴が可能か。 

• プラットフォーム上でレベル別にコンテンツを提示できるか。 

• プラットフォームの管理者画面で、各利用者のコンテンツ視聴状況を

把握できるか。視聴状況データの吐き出しを簡便に行えるか。 

• プラットフォーム上でテストの作成機能があるか。 

• 進捗を促す機能や工夫（プッシュ通知や進捗状況の視覚化等）がある

か。 

１５ ○ 

⑦ 効果的な業務実施の

ための独自提案 

• 受講したいと思わせる工夫、受講意欲を向上させる工夫、受講者同士の

繋がりを強化する工夫、翌年度以降も継続して受講したいと思わせる

工夫などが提案されているか。 

１０  

⑧ 提案内容の総合評価 • 企画提案全体を通して、本業務の目的達成に貢献し、より効果的な業務

実施が見込まれる提案になっているか。 

１５  

合計 １００  

 


